
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師90％
以上

・教職員間でマイプランを共有するとともに、児
童の生活のリズムの見直しと家庭学習の充実
を図りながら児童の実態に応じた授業づくりの
取り組みを推進する。

A
・校内研究で、全職員で児童の実態に応じた算数科の授
業づくりの実践に取り組み、授業研究会において研鑽を積
むことができた。
・マイプラン達成への意識をより一層高めていく必要があ
る。内容を可視化して全職員で具体的に進めていく。

B
・校内研究では、授業づくりや授業研究会を通して全職員
で算数科を中心として、児童の学力向上とともに授業力の
向上につながった。
・学力向上研修会を通して、マイプランの設定や見直しを
定期的に行い、教師の自己評価では85%だった。

B
・分かる授業で、分かった児童をもっと増やしてほしい。
・マイプランの共通実践が大切、学力向上は結果が出て評
価される。

学力向上コーディネーター
研究主任

〇基礎的・基本的な内容の定着
・学習規律の徹底
・家庭学習の充実

〇授業前に、「次の授業の準備ができ
た」と答える児童を90％以上
○家庭学習がんばろう週間で「目標時
間が達成した」と答える児童を90％以上

・本校での学習規律の取り組みの徹底を基本と
し、全クラスで取り組む。
・各学年の目安の家庭学習時間を提示し、児童
に各自で目標時間を設定させて、「家庭学習が
んばろう週間」に取り組ませる。

B

・算数の基礎となる計算の力をつけるために、朝の時間に
算数スキルタイムを設け、各学年の実態に応じた計算の練
習を継続して行うことができた。
・学期に１回「家庭学習がんばろう週間」に取り組んだ。１学
期は全校の65％が学年の目標時間を達成できた。

B

・学習規律の徹底が図られ、落ち着いて学習を行うことができている。授
業開始前に準備ができている児童は90％。スキルタイムや各学級の取り
組みを通して基礎基本の定着が図られているが、家庭学習の取り組みに
個人差があり、定着につながらないという課題もある。
・学期に１回の家庭学習がんばろう週間では、目標の時間を達成できた児
童の割合は増えてはいるものの、児童のアンケート結果では73％であっ
た。

B

・家庭での学習の充実は大変と思う。やる気をどうやって維
持するか。いい意味で競争心を持たせる方法はないもの
か。
・落ち着いて学習を行えていることが何よりと評価する。
・家庭学習が重要であれば家庭に重要性を周知徹底させ協
力を得る。課題は多いが対策が必要では。

学力向上コーディネーター
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身につける教育活動

○「友達と仲良くできている」「良いことと
悪いことを考えながら生活している」と答
える児童を90％以上
○心を豊かにするために読書活動推進
学年目標冊数達成児童を85％以上

・年間3回の人権教室（集会）を実施し、児童の
人権意識を高め、思いやりの心を育てる。
・図書館祭りなどのイベントの開催とその内容を
充実させる。また、授業の内容と関連させた本
の紹介を行う。

A

・2回の人権教室と1回の平和教室を実施し、人権標語を作
るなどの活動を通して、児童に人権を大切にすることや平
和の尊さについて考えさせた。
・児童のアイディアも取り入れ充実した図書館祭りを実施す
ることができた。しかし、学級や個人において読書意欲に
差がある。今後も自宅での読書活動を推進していきたい。

B

・職員全員が年間1回の研修に参加し、研鑽を深めた。人
権教室を2回、平和集会を1回実施し、児童の人権意識を
高め、思いやりの心を育むことができた。
・「友達と仲良くできている」と答えた児童は82％。
・読書活動においては、学年目標冊数達成児童85％を達
成できた。

A

・ますます重要な取り組みになっているので、しっかり取り組
んでいただきたい。
・先生方が子ども達を大切にしている姿をよく見る。よい子ど
も達だと思う。
・豊かな心は図書もよいが自然とのふれあい地域行事への
参加も大切では。

人権・同和担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実
・予防的、開発的な生徒指導の推進

○「いじめ防止等について組織的対応
ができている」と答える教師を90％以上

・毎月いじめアンケートを兼ねた「いい日アン
ケート」を実施し、児童の心の状態の実態把握
に努める。
・毎週水曜日の職員連絡会で生徒指導・教育相
談等に関する情報共有の場を設け、全職員によ
る迅速な対応に努める
・教育活動全般を通して、児童の発達段階に応
じた予防的開発的生徒指導に努める。

A

・学校評価アンケート（職員用）で，いじめの「早期発見や
未然防止に努めている」と答えた職員は100%であった。
・生徒指導事案は全職員で情報共有している。担任を中心
に管理職や生徒指導主任も指導にあたっている。
・月に１回，児童対象の「いい日アンケート」を継続実施。今
年度も児童の実態把握がより詳細にできている。

A

・いじめに関する調査を兼ねた生活アンケートを年間を通して毎月
実施し、いじめや生徒指導に関わる諸問題、学校・学級不適応傾
向児童の早期発見に努めた。
・学級や学年担任の指導にとどまらず生徒指導主任や管理職も
積極的に指導に関わり、問題の早期解決を図った。
・問題発生から途中経過、事後指導まで、職員連絡会などの場で
全職員で情報共有できており、組織的対応の体制が整っている。
「いじめ防止等について組織的対応ができている」と答えた教師は
100％であった。

A

・早期の対応により軽減されていると思う。
・いじめ問題は現状に甘んじることなく今後とも開発的な取
組指導を推進され、いじめゼロを目指していただきたい。

生徒指導部

◎児童が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

○「自分の夢や目標に向かって努力して
いる」と答える児童を85%以上

・学級目標や個人の各学期のめあて等を張り出
すとともに、時々振り返らせ目標の確認と意欲
の向上を図る。
・学校行事や総合的な学習の時間等に、キャリ
ア教育を意識した取り組みを行う。

B

・11月に行ったアンケートでは、「そう思う」と「だいたいそう
思う」で82%。昨年度の84％から少し下がっていた。「あまり
思わない」は、昨年より4%が減っているので底上げはでき
ている。様々な機会を通して、さらに夢や目標に向かって
努力することの大切さを伝えていく。

C

・3学期は、子ども達も次の学年に向けての意識が高まっ
てきている。特に６年生は、「６年生を送る会」での出し物
で将来の夢を披露し、その夢に向かって努力していこうと
する姿が見られたが、児童アンケート結果は72％だった。
今後の取組を強化していきたい。

B

・夢や希望を持たせるのは難しいが、個々の目標設定に向
けて指導をお願いしたい。
・外部講師を招いての授業などはとてもおもしろいと思う。子
どもだからこそ、たくさんの職業や先輩の話に生で聞いてほ
しい。
・外部からの講師などを増やし目標を持つことの意味を考
え、大切さを伝える。

教頭

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●望ましい食習慣や「早寝・早起き・朝ご
はん」の大切さを理解し、アンケートにお
いて「毎朝、ご飯を食べて登校している」
と答える児童が100％

・生活状況調査の実施
・保健便りの発行
・食育月間の実施、食の大切さの啓蒙
・学級活動での食育推進 B

・11月に実施した学校評価アンケートで、「毎朝、朝ご飯を
食べて登校している」と答えた保護者、児童はともに８５％
であり、「大体そう思う」まで含めると前者９８％、後者９４％
となり、目標に近づけることができた。引き続き、3学期の給
食週間や「家庭学習がんばろう週間」での「早寝、早起き、
朝ごはん」の呼びかけで、食育について啓発していく。

B

・がんばろう週間での朝食達成率は、1学期９０％、2学期
９４％であり、意識が高まっていると言える。1月の給食週
間等で食育について栄養士の話を聞いたり、クッキングセ
ンターの方へ感謝の手紙を書いたりすることで、食の大切
さを啓蒙してきたことの効果があった。
・「毎朝、ご飯を食べて登校している」児童は95％

C

・家庭での食育はもちろんだが、本人にも体に悪い食べ物、
良い食べ物を自覚させてほしい。
・朝食を必ずとることよりも、よりよい食習慣について様々な
体験や話をしてほしい。アンケート頼りな感じがする。
・知育・徳育・体育に食育が加えられ生きる力を育む指導が
なされている。

保体部（食育）

○運動機会の確保と規則正しい生活習
慣の確立

○アンケートを行い、朝の時間、業間休み
や昼休みにおいて、「元気に体を動かした」
と言える児童の割合を70％以上を目指す。
○アンケートを行い、「早寝」「早起き」の児
童の定着率を80％以上を目指す。

・運動の効果を伝え、外遊びの奨励、体育委員
会からの全校遊びの提案等で運動機会の確保
を図る。
・スポーツチャレンジ参加を職員へ呼びかけると
共に、お便り等での家庭への啓発を行う。 B

・体育委員会の活動で、外遊びでできる運動例を掲示して
全校に知らせた。外で体を動かす児童が多い。寒くなって
きたが、４，５年生を中心に縄跳びなどを外で行う児童が出
てきている。その一方で、外で体を動かすことが少ない児
童が一定数いるので、継続して外遊びを奨励していく。 B

・年度当初の目標であった、「元気に体を動かしてい
る」と言える児童の割合は70％。外で体を動かす運
動例を掲示や、縄跳び大会の実施に向けて体を動か
したことによるものだと考えられる。
・「早寝」「早起き」の児童の定着率は65％。課題が
残った。

B

・家庭と本人が、早寝早起きの習慣を自覚する必要がある
のではと思う。
・子供達は、外でよく遊んでいる。開放的な運動場や学校
川、遊具とよく整備されていて嬉しい。
・早起きできないのは子どもでなく家庭に問題があると思え
るが。連携強化。

保体部

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の縮減

●業務効率化を図り、時間外勤務の月
平均を４５時間以内にする。

・１８時半頃に退勤の声掛けを行い、１９時には
退勤の徹底を図る。
・金曜日の定時退勤日の設定 B

・数名の教職員の時間外業務が月平均45時間を超えてい
る。思い切った業務の効率化・スリム化を図っていく必要が
ある。まずは、現状の取り組みの徹底を図っていく。 A

・10月からの１月までの時間外勤務の月平均は32.6時間。
今後も縮減に努める必要がある。
・２学期から職員連絡会の際の資料配布をPDF方式にし
たので、印刷や配布の手間が省けた。

A
・事務の負担軽減に努力されていると思う。

教頭

○教職員の勤務意欲の向上 〇「仕事にやりがいを感じている」と答え
る教師を85％以上
○休暇取得率の向上（前年度より増）

・チーム東脊振としての組織的な対応のアップ
デートを行う。
・教職員間の相談・支援の充実を図る。 A

・全体的に各学級が落ち着いているので、「そう思う」「だい
たいそう思う」を合わせた割合は96％であった。昨年度の
84%からかなり改善している。
・休暇取得率は昨年より多い。様々な休暇があることを告
知し、疲れを溜めないよう早め早めの声掛けを行う。

A
・年休はいつでも気兼ねなく取れるようにしていて、遠慮な
く取ってもらっている。休暇取得率の向上は88％。
・１２月の教育課程反省の改善を受け、無言掃除の呼び
かけや給食への異物混入時に対応など出された意見に
対しそれぞれの立場で取り組む姿が見られた。

A
・児童の学力・体力の向上に向けて努力されていると思う。
・先生方も元気に挨拶をされる。そういう時は、「頑張ってな」
とこちらも嬉しくなる。 教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○あいさつ

○進んで元気なあいさつができる児童
の育成

○自分からあいさつができたと答える児
童90％以上を目指す

・生活朝会、学級の時間等様々な機会を通し
て、あいさつの意味や大切さについて伝える。
・校長だより、学級だより等を通して家庭への協
力を呼びかける。 B

・児童や保護者の意識で自分からあいさつができたと答え
る児童が88％、保護者は83％であった。昨年がそれぞれ
81％、80％だったことからよくなってきている。今後は、児
童会や委員会にも働きかけ、児童の主体的な活動へとつ
ながていきたい。

B

・１年間を通して学級・学年指導、生活朝会の場で「あいさつ」と
「正しい言葉遣い」の指導を継続してきた。児童の様子を見てい
て、年度当初に比べて指導の効果が現れているように感じる。進
んで挨拶ができていると答えた児童は81％。
・地域の方々からはさらに元気な挨拶を望む声も聞かれるため、
具体的な指導方法に改善の余地がある。

B

・恥ずかしさが前に出て言い出せないものと思われる。
・画工だけでなく家庭や地域でのあいさつの大切さを教える
ことが大切では。 生徒指導部

○郷土愛

○自然やふるさとを愛する児童の育成 ○東脊振の良さを「低学年１つ以上、中
学年３つ以上、高学年５つ以上」言える
児童を85％以上

・生活科や社会科、総合的な学習の時間で地域
教材を取り入れる。
・地域人材の活用
・道徳と関連させた内容も検討していく。 A

・低学年で、地域の施設訪問を行った。
・総合的な学習の時間に、３年生のお茶や４年生の福祉の
学習で、地域や行政の方の協力を得て充実した学習がで
きた。 C

・それぞれの学年で地域とつながる取り組みを実施することができ
た。例えば、４年生では地域教材を活用して詳しく学習している。し
かし、東脊振の良さをそれぞれの学年に応じて言える児童は48％
と低かった。今後の取組の検討が必要と考えている。 B

・意識できない分野なので具体例での紹介を。
・郷土（ふるさと）の良さは離れてみて初めて気付くことも多
い。郷土の歴史は授業で積極的にお願いしたい。我が地区
自慢大会などをやるのもおもしろいのでは。
・地域との関わりや行事を親が避けている伝統行事等積極
的な参加が大切。

生活・総合主任
各学年主任

○特別支援教育

○特別支援教育の充実 ○特別の配慮を要する児童の理解が深
まり、対応できることが増えたという教師
90％以上

・児童理解の会による職員間の共通理解
・特別支援教育に係る研修会の実施

B

・定期的に児童理解の会を行い、児童の実態に応じた対応
について共通理解をはかった。
・夏季休業中に特別支援教育についての研修会を行い、
具体的な手立ての方法を学べた。 A

・定期的に児童理解の会を行い、３学期は、次年度に向けて引き
継ぎ事項や児童への対応などの共通理解を全職員ではかること
ができた。
・研修で学んだことを児童への支援の中で活かしてきた。配慮を
要する児童に対応できることが増えた教師は92％だった。 A

・意識せず、自然体で瀬克していくことが重要ななっている
ので、取り組みを続けてほしい。
・教科の課題に取り組むまでに先生方の苦労・負担が大変
だと感じる。教職員のケアが十分されているか少し心配。
・特別支援の教育は大変であるが大切であり、子ども達み
んなが注視している。

特別支援教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

①未来に向かって、自ら考え進んで学ぼうとする子どもを育成するために、児童の主体性を促しながら校内研究による学力向上の取組（授業づくり・スキルタイム・家庭学習等）を充実させ、基礎学力の定着と学習意欲の向上を図る。

②人の持ち味を理解し、友達・家族を尊重し補いあえる子どもを育成するために、児童理解を深めながら支持的風土の学級経営に取り組むと共に、様々な体験活動や地域との交流活動を通して、自然と郷土を愛し友達を大切にする心の教育の充実を図る。

③自分に自信をもち、様々なことに挑戦し粘り強く取り組む子どもを育成するために、特別活動や縦割り活動、食育、体育的活動の充実等を通して豊かな人間関係を築かせながら児童の体力アップを目指す。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校目標の『賢く』に通じる「学力の向上」については、小中で連携しながら校内研究でも取り組んだが、取り組み内容の徹底が不十分で児童の基礎学力の定着までには至らなかった。県調査においても目標に掲げた結果を出すことはできなかった。

・学校目標の『優しく』に通じる「心の教育」については、日々の生徒指導の取り組みで大きな事件・事故等はなかったが、日々の学校生活における基本的な生活習慣（言葉づかい。トイレのスリッパ並べ等）についてはまだ課題が残っている。

・学校目標の『たくましく』に通じる「健康・体つくり」や「業務改善」「地域愛」等については、一定の成果は出せたものの課題も明らかになった。今年度はその課題克服に向けて、具体的な手立てを講じながらより一層の努力を行っていく必要がある。

２　学校教育目標
夢に向かって   共にがんばる児童の育成

～かしこく　やさしく　たくましく～

３　本年度の重点目標

①学習環境（学習規律・教室環境・生活リズム等）を整え、児童の実態に応じた授業づくりを行うことで、児童の主体的な取り組みを促し、基礎学力の定着と学習意欲の向上を図る。

②学校生活での約束や学習規律についての職員間の共通理解の上に、児童理解を深め支持的風土の学級経営に取り組むことで、人の持ち味を理解し、友達・家族を尊重し補いあえる児童の育成を目指す。

③体育の時間の充実や休み時間の外遊びの奨励により、児童の体力アップを図ると共に、様々な体験活動や地域との交流を通して自分に自信をもち、チャレンジ精神と粘り強さ、郷土愛を育てる。

学校名 吉野ヶ里町立東脊振小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


